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Chapter 4. ほりほり情報探索！
<語彙力を駆使して、情報を魅力的に発信するスピーチ＞

　日常会話では、特に意識しないかぎり、何かを説明するときには主観的表現に頼りがちで

す。また、ソーシャルメディアを使ってテンポよく短いことばをやり取りするコミュニケー

ションに慣れているせいか、学生たちは、数分間というまとまった時間を使って、じっくり

と、さまざまな語彙を駆使して丁寧に説明することに面倒や困難を感じる傾向にあります。「か

わいい！」「まじですごい！」「やばい！」という普段の会話では、あるモノや人物に感動し

たり驚いたりしている話し手の気持ちは聞き手に伝わりますが、そのモノや人自体の情報は

表面的で、詳しく伝えることはできません。おしゃべりを楽しむ会話ならそれでよいですが、

学業や仕事の場面では情報を細部にわたってコミュニケーションを取る能力が求められます。

　学生にとって、情報発信には2つの難しさがあると思います。1つめは情報の質の問題です。

「ありきたりの情報は出したくない」というプレッシャーから、学生はテーマ選びに悩みます。

実は、情報の質を高めるためには、テーマ選びと同じくらい、情報の中身を精査することが

大切なのですが、学生はテーマ選びに時間をかける一方、選んだテーマの情報については広

く浅く、さまざまな情報を羅列するだけの傾向にあります。そこで本章では、身近であっても、

トピックを絞り込み、内容を掘り下げることによって、十分に聴き手の興味をひくことので

きるテーマを発見できるようにしました。

　もう1つは、説明力の問題です。ここでは、自分たちがいかに主観的な説明をしているか

に気づき、そのうえで、主観的な表現を客観的、具体的に言い換えることで語彙力を強化し、

表現の幅を広げる練習をします。また、情報を並べる順番と時間配分に注意を促すことでも、

説明力を高めていきます。

学習目的

★	身近なものに隠れている興味深い情報を見つける。

★	聞き手と共有していると思われている情報の前提が意外と少ないことに気づ

く。

★	熱意が情報の魅力を伝える効果を確認する。

時間管理（1 回の授業を 90 分と想定）

１回目…………スピーチの準備

２回目以降……発表

発表形式

1人ずつの発表（各人3分）

準備するもの

①	A4の白紙（人数分）　※アイスブレイキング・アクティビティ①で使用

②	相互評価シート（発表者の人数×聞き手の人数） →この PDF の p.51
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生まれ育った土地、ずっと続けている習い事、大好きなアーティストや食べ物など、

自分にとって身近なものを人に説明するのは、簡単なようで案外難しいものです。こ

の課では、身近なものをわかりやすく説明するスピーチをします。説明のしかたに

よっては、せっかくの魅力を伝えられないこともあります。説明下手を克服して、ど

んどん聞き手の興味を引きつけられる、効果的な情報発信をしましょう！

残念スピーチ　 めざすスピーチ　

持ち時間に対してトピックの数
が多すぎる

持ち時間に対してトピックの数
が適切である

「知っていて当たり前、常識」
を前提に、説明が不足している

「知らないかもしれない」を前
提に、説明が十分にある

話し手に熱意がなく、本当にそ
の情報に魅力を感じているのか
どうかが疑われる

情報の魅力を知ってほしい、と
いう話し手の熱意が伝わる

	話す内容を深めることができる。

	聞き手に語りかけるような熱意が伝わる話し方ができる。

	「ありきたり」と思われがちな身近なものに隠れている
	 興味深い情報は何か。

	聞き手と自分の間で、スピーチの前提は
	 どのくらい共有されているのか。

	熱意が情報の魅力を伝える効果はどのくらい
	 あるのか。

目 的

発見
　しよう！

自分の知っていること

を説明する場面って

いっぱいあるけど、こ

れがなかなか難しい。

でも、コツさえつかめ

ば、わかりやすく説明

できるよ。
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授業の進め方の例と注意点

● 1 回目　＜スピーチの準備＞

順序 所要時間の目安 大まかな流れ テキスト

0. 20～ 30分
アイスブレイキング・アクティビティ①：「お気に入りの店」

アイスブレイキング・アクティビティ②：「目線で語りかけ」

 ヒント集限定！

1. 5～ 10分 個人でワーク「テーマを探ろう！」 p.52

2. 3～ 5分 グループでワーク「テーマを決めよう！」 p.53

3. 10～ 20分 個人でワーク「スピーチの内容を深めよう！」 p.54

4. 10～ 15分 個人でワーク「スピーチ（3分）の準備を進めよう！」 p.60

5. （残りの時間） 個人でワーク「アウトライン作成」（宿題にしても可） p.59

0-1.　アイスブレイキング・アクティビティ①：「お気に入りの店」　［15 分程度］

目的

手順と注意点

日常ではいかに非言語コミュニケーションに頼って情報伝達をしているかに気づ

き、言葉だけで情報を伝えることの難しさを体験する。

用意するもの

A4の白紙（人数分）

手順

(1)	ペアをつくって、隣どうしに座る。

(2)	エクササイズのルールを説明する。

 •	 説明役は最寄り駅からお気に入りの店までの道順を説明する。説明の間、両手

は机の上に載せ、動かしてはいけない。

 •	 聞き手は、説明の言葉だけを頼りに最寄り駅からお気に入りの店までの地図を

書く。

 •	 制限時間5分

(3)	役割を交代する。

(4)	クラス全体でエクササイズをふり返る。

ポイント・注意点

※	聞き手は質問をしない。ふり返りで質問したかったことを聞くと、説明が足り

なかったところを確認できる。

※	「ここに」など、手で紙を指して説明しないように、説明役は両手を机の上に
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載せるルールは厳密に守るように注意する。

※	言葉だけでの説明の難しさを実感させるために、「そっち」と顎で方向を指す

など、ジェスチャーを使わないように注意する。

※	その地図だけを頼りに明日その店に行けるように、なるべく情報を細かく伝え

るようにする。

※	ふり返りでは、「ちょっと行くと」「しばらくまっすぐ」など、主観的な表現に

注意を向け、「○メートル」や「△番目の角」など、客観的な説明をしたかど

うかを確認する。また、地図や文字など、目から入る情報を言葉で説明すると

きは、余計に時間がかかることにも注意を向ける。

0-2.　アイスブレイキング・アクティビティ②：「目線で語りかけ」　［15 分程度］

目的

手順と注意点

話し手として自分がどのようにアイコンタクトをしているのか、また、聞き手の

態度が話し手の語りかけに与える影響に気づく。

手順

(1)	「お気に入りの店」2 つのペアを合わせて、4 人のグループをつくる。

(2)	アクティビティのルールを説明する。

 •	 話し手は自分が作成した地図を頼りにペアのパートナーの最寄り駅から自宅ま

での道順を説明する。

 •	「自分と目が合っているな」と感じた聞き手は、人差し指を上げて合図する。「目

線が他の人に移ったな」と感じたら、人差し指を下げる。

 •	 制限時間2分

(3)	役割を交代しながら、4 回くり返す。

(4)	クラス全体でアクティビティをふり返る。

ポイント・注意点

※	聞き手は、話し手と目が合っている間は、人差し指を上げ続ける。

※	ふり返りでは、誰かと常にアイコンタクトを取っているか、同じ人とばかりア

イコンタクトを取っていないか注意する。また、アイコンタクトが取りやすい

聞き手の態度（うなずき、表情など）にも注意を向け、スピーチにおける聞き

手の役割の重要性、「語りかけ」は双方向コミュニケーションがあって初めて

可能になることも指摘する。（ テキスト Part1 Chapter3 参照）

※	目線の移動をより視覚的に認識できるように、人差し指を上げる代わりに、○

が書かれた札や小さな旗を用意してもよい。
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1.　個人でワーク：テーマを探ろう！［5 ～ 10 分］

ワークの目的

テーマになる可能性
のある、「身近なモ
ノ」をふり返る。

テキスト p.52

52

ワークシート A  の質問に答えて、①にメモしよう。
（答えられるものだけでよい。答えが複数ある場合は全部書こう。違う質問に同じ答えが入って

もよい。）

● ワークシート A 　

「自分にはわざわざスピーチで人に話すような特別な知識や情報なんてない」と思ってない

かな。「わざわざ人前で話すのだから、『特別』なことを言わければいけない」というプレッ

シャーから自分を解放してね。

聞き手の役に立つことを伝えたい、聞き手を退屈させてはいけないという気持ちはとても大

切だけど、自分では「こんなこと」と思っていることでも、工夫次第で、十分、聞き手の興

味を引きつけるスピーチのテーマになるよ。

質問 1  
質問への答え

2  
メンバーから

1 長く続けている趣味がありますか。それは何ですか。

2 お金をかけても惜しくないものは何ですか。

3 時間を忘れて夢中になれることは何ですか。

4 何をしているとき、リラックスできますか。

5 気分転換に何をしますか。または、最近、思いがけず
気分転換になったことはありますか。

6 最近気になっていることがありますか。調べてみたい
ことがありますか。

7 何か集めているものはありますか。それは何ですか。

8 この前の休日に何をしましたか。

9 長く愛用しているものはありますか。それは何ですか。

10 理想の恋人は誰ですか。（具体的な個人名）

11 今いちばん行きたい場所はどこですか。

12 お気に入りの場所はどこですか。

13 元気が出る食べ物は何ですか。

1. 個人でワーク
テーマを探ろう！ A 1

ワークシート

手順

各自で【ワークシート A】にある質問の答えを「①質問への答え」の欄に書きこむ。

ポイント・注意点

※	すべての質問に答える必要はないが、なるべく空欄のないようにする。

※	1つの質問に対して2つ以上の答えを書いてもよい。

※	違う質問に対して同じ答えを書いてもよい。例えば、1と2の答えが同じ「ク

ラシックバレエ」でも構わない。（ただし、違う質問には違う答えを書いたほ

うが、あとでテーマを決めるときの選択肢が広がる。）

※	思いついた答えを否定しないで、すべて書き留めるように励ます。

※	いくつか例を挙げると、学生は安心して答えを書きはじめる傾向がある。以下

のSample を参考に、答えの例を用意しておくとよい。

	 【ワークシートA】（Sample）

質問 1  
質問への答え

1 長く続けている趣味がありますか。それは何ですか。 筋トレ

2 お金をかけても惜しくないものは何ですか。 シャンプー

3 時間を忘れて夢中になれることは何ですか。
巨大生物の動画、

草むしり

4 何をしているとき、リラックスできますか。 猫と遊んでいるとき

5
気分転換に何をしますか。または、最近、思いがけず
気分転換になったことはありますか。

ひとりカラオケ

6
最近気になっていることがありますか。調べてみたい
ことがありますか。

ダイエット、

防災グッズ

7 何か集めているものはありますか。それは何ですか。 マンホールの写真

8 この前の休日に何をしましたか。 映画、マンガ

9 長く愛用しているものはありますか。それは何ですか。 パジャマ

10 理想の恋人は誰ですか。（具体的な個人名）

11 今いちばん行きたい場所はどこですか。

12 お気に入りの場所はどこですか。

13 元気が出る食べ物は何ですか。 いちご大福
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2.　グループでワーク：テーマを決めよう！［3 ～ 5 分］

ワークの目的

自分が「テーマによ
いのでは」と考えて
いるモノと、聴き手
が「もっとよく知り
たい」と思っている
モノとの間にズレが
生じること、思いが
けないモノがテーマ
になる可能性に気づ
く。

テキスト p.53
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53

1  4 ～ 5 人のグループになって輪をつくる。

2  自分のワークシート A  を（このテキストごと）それぞれ左隣のメンバーに渡す。

3  回ってきたメンバーのシートを見る。詳しく聞いてみたいものを 2 つ選んで、

②の欄に☆マークを記入し、左隣のメンバーに渡す。これをくり返して、グルー

プ全員のシートに☆マークをつけよう。

4  自分のシートが返ってきたら、グループメンバーがつけてくれた☆マークを確認

しよう。

5  ☆の数がいちばん多いものをテーマにしよう。（同数の場合はどれか 1 つ選ぶ）

2. グループでワーク
テーマを決めよう！ A 2

ワークシート

意外なところに☆がついてないかな。

これについて話せば、スピーチに興味を持ってもらえそうだね。

Point

	ワークシートAの「①質問への答え」に書いたことをスピーチのテーマ
にすること。（例えば、「4　何をしているとき、リラックスできますか。」
の答えの「スーパー銭湯」に☆がいちばん多くついていた場合、「スー
パー銭湯」がテーマになります。「リラックスのしかた」がテーマではあ
りません。

手順

テキストの手順（❶～❺）に沿ってワークを進める。

①	クラス全体を、くじやトランプ、番号の割り振りなどで1グループ4～５人

になるようにグループ分けをする。席は対面式にして座らせるとよい。

②	お互いにメンバーのテーマ選びを手伝う。

　　 •	 グループのメンバーで輪になり、質問の答えが書かれた【ワークシー

トA】（ テキスト p.52）を左隣の人に渡す。

　　 •	 受け取ったシートの中で、詳しく知りたいと思った答えを1つ選び、

【ワークシートA】の「②メンバーから」の欄に☆をつける。

　　 •	 ☆をつけたワークシートを左隣の人に渡す。自分のワークシートが手

元に戻ってくるまでくり返す。

③	自分の【ワークシートA】の「②メンバーから」の欄の☆の数を確認する。

④	☆の数をもとに、テーマを決める。

ポイント・注意点

※	ワークシートはテキストごとまわす。

※	☆は 1つのシートに対して「1つだけ」つけることを徹底する。複数にする

と☆の数に差がでないため、結局テーマを選択できない。

※	1つの質問に答えが複数ある場合は、どの答えに対する☆なのかがわかるよう

に☆を書くように指示する。

※	テーマは、自分が話したいことよりも聞き手の興味（☆の数）を優先させる。

※	違う答えに同数の☆がついている場合は、好きなテーマを1つ選択する。

※	テーマの対象となるのはあくまで質問の「答え」であり、質問がスピーチのテー

マではないことに注意する。例えば、学生が勘違いをして「私の休日の過ごし

方」をテーマにスピーチを準備する可能性があるが、スピーチのテーマは「（休

日に読む）マンガ」であり、課題はマンガについての情報提供であることを再

度確認する。
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3.　個人でワーク：スピーチの内容を深めよう！［10 ～ 20 分］

4.　個人でワーク：スピーチ（3 分）の準備を進めよう！　［10 ～ 15 分］

ワークの目的

トピックを絞り込
み、1つのトピック
について深く話すた
めに必要な情報を考
える。

テキスト pp.54-58

54

3. 個人でワーク スピーチの内容を
深めよう！

A
ワークシート

E
ワークシート

テーマ（主題）が同じスピーチでも、トピック（テーマに関連した話題）によって内容の豊

かさに差が出ることがあります。たくさんのトピックについて広く浅く話すスピーチよりも、

トピックをできるだけ少なくして、それぞれのトピックについて詳しく話すスピーチほうが、

聞き手に豊かな情報を提供し、記憶にも残ります。ここでは、トピックを絞り込んで、テー

マを掘り下げる練習をします。

1  テーマについて、トピックをできるだけたくさん考えよう。

 →［ワークシート	B 	］

	 （グループのメンバーにテーマについて知りたいことを聞き、それをトピックにしてもよ

い。メンバーの知らないことを把握することで、聞き手の「知りたい」という欲求に対応

したスピーチが可能になる。）

Point

	トピックの答えがわからないときは、質問として書いておいて、
	 あとで調べればOK。
	グループのメンバーの力も借りて 5個埋めること。

掘り下げ（1 回目）

掘り下げ（2 回目）

最終テーマ（＝トピック③）

トピック⑦
トピック⑧

テーマ（＝トピック④）
トピック⑨
トピック⑩

テーマ
トピック①
トピック②

テーマ（＝トピック①）
トピック③
トピック④

テーマ（＝トピック②）
トピック⑤
トピック⑥

～

58

4  最後に、スピーチを聞いた人が紹介したものに実際にアクセスするために必要な

情報をまとめよう。　→［ワークシート	 E 	］

● ワークシート E 　［Sample］

● ワークシート E 　［自分のリスト］

アクセス情報【　さらに波平について知るためにおすすめのサザエさん本	 】

1 　タイトル

2 　定価

3 　タダで読める場所

4 　3の場所への行き方

5 　開館時間

アクセス情報【　　	 】

1

2

3

4

5

説明を聞いて興味がわいてきた！　話し手も、「ぜひ食べてみてください／聞いてみてください／

行ってみてください」と言っている。でも、どうやって……？　

アクセスの情報がないと、せっかく興味を持っても実行しにくいな。

ぜひ食べてみてください！

聞いてみてください！

行ってみてください！

説明を聞いて、

興味がわいてきた！

どうやって

買うの？

費用が

気になる…

どうやって

行くの？

どのくらい時間が

かかるのかな？

ワークの目的

いかに主観的表現を
してしまいがちであ
るかに気づかせ、聞
き手が感じる疑問へ
の想像力を働かせ
る。

手順

テキストの手順（❶～❹）に沿ってワークを進める。

①	【ワークシートA】で選んだ答えを【ワークシートB】（ テキスト p.55）のテー

マの欄に書き込み、それについて考えられるトピックを5つ記入する。

②	【ワークシートB】のトピックの中から1つを選び、それを【ワークシートC】

（ テキスト p.56）のテーマとして、トピックを5つ考える。

③	【ワークシートC】のトピックの中から1つを選び、それを【ワークシートD】

（ テキスト p.57）のテーマとして、トピックを5つ考える。

④	【ワークシートE】（ テキスト p.58）を使って実際に見たり、体験したり、使っ

たりするための情報を考える。

ポイント・注意点

※	トピックの答えがわからない場合は、質問として書いておいて、あとで調べれ

ばよいことを伝える。

※	アイデアを出す段階では、質より量が勝負であることを伝える。ここでは、ト

ピックの良し悪しを考えるのではなく、トピックを5つ考えて、トピックの

選択の幅を広げることが大切。トピックの内容を吟味して最終的に選択するの

はアウトライン作成の段階で行う。

※	なるべく5つのトピックを考えるように促す。他のグループのメンバーに助

けてもらってもよいので、とにかく数を多く出すように促す。

※	アクセス情報がなければ、聴き手が紹介したモノに興味を持っても、どうすれ

ばよいのかわからず、結局、必要な情報が足りない状況に置かれてしまうこと

への気づきを促す。

手順

テキストの手順（❶～❹）に沿ってワークを進める。

①	【アウトラインシート】（ テキスト p.59）を参考にアウトラインを書く。

②	【練習】（ テキスト p.60）を使って、具体的・客観的説明の練習をする。

　　 •	［Sample］を参考に、普段してしまいがちな説明が主観的であること

に注意を向ける。

　　 •	 空欄【　　】に主語を入れる。主語はアウトラインで選んだテーマと

は関係のない言葉でもよい。

　　 •	「主観的な説明」に対する質問を考える。主語への質問ではなく、「お

いしい」「かわいい」などの述語への質問であることに注意を促す。例

えば、「きりたんぽはどこの地方の食べ物ですか」という質問はNG。

　　 •	 いくつか発表してもらったあと、感想を聞きながら練習をふり返る。
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　　 •	 質問への答えを考えることが、具体的・客観的表現につながることを

説明する。一問一答形式ではなく、1つの質問に対して複数の答えを

伝えると、正確な情報の説明になる。

③	②の練習を参考に、持ち時間に合わせてアウトラインを修正する。

ポイント・注意点

※	スピーチを準備するときは、主観的表現に注意し、先回りして質問に答えるこ

とで、聞き手に疑問を抱かせない、丁寧な情報提供ができることを強調する。

※	「すごい」「いろいろ」をNGワードにすると効果的。そのとき、もし「すごい」

「いろいろ」と言ってしまったり、主観的表現をしてしまっても、そのあとで

客観的・具体的説明を補足すれば問題ないことを伝える。（NGにするのは、言っ

てはいけないという禁止ではなく、あくまで主観的表現を意識することが目的

であることを理解させる。）

※	【練習】を宿題にして、アウトライン作成に授業時間を使ってもよい。その場合、

練習の目的とやり方は説明しておく。

※	なるべくクラスメートの興味に応えるスピーチをすすめるが、どうしても選ば

れたテーマで話すことができないという学生がいた場合は、テーマを変更する

ことを許可する。ただし、内容を掘り下げる手順をくり返して、トピックを決

めることを確認する。

テキスト pp.59-61

ほ
り
ほ
り
情
報
探
索
！

4

2 ‐

59

4. 個人でワーク スピーチの準備（3 分）を
進めよう！

1  ワークシート D  と E  を参考に情報を集めて、アウトラインを書いてみる。

■ アウトライン・シート ーーーー
ーーーー
ーーーー
ーーーー

　［  発表時間：3 分］

序　論（挨拶、名前、テーマ紹介、聴衆のために必要な基本情報）

本　論（情報提供）

トピック①

・

・

・

トピック②

・

・

・

トピック③　

・

・

・

結　論（紹介したものの魅力のまとめ、アクセスできる情報）

●聞き手への語りかけを

意識して、熱意を伝え

よう！

●トピックの数やそれぞ

れのトピックについて

の情報（「・」の数）は

適宜調整する。（できれ

ば1つのトピックにつ

いて、「・」の数を増や

して、じっくりと説明

する。）

●トピックが複数になる

ときは、つなぎの言葉

を工夫して、トピック

が変わることと、トピッ

ク間の関係を明確にす

ること。（「もう1つの

魅力は」「さらにすごい

のは」など。）

●基本情報は、聞き手が

「知らないかもしれな

い」を前提にして、自

分にとっては当たり前

すぎると思われること

も省略しないこと。

●語りかけ、質問など、

聞き手との交流がある

とよい。

～

ほ
り
ほ
り
情
報
探
索
！

4

2 ‐

61

Point

	アウトラインに入れた 1つめのトピックについて、主観的な説明だけに
	 ならないように注意しながら説明する。
	「すごく」「いろいろ」は、数字や具体例で補う。
	紹介したものにアクセスできる情報についても具体的に説明する。

Point

	1 つめのトピックについて、「これ以上はできない」というほど詳細に説
明しても時間が余ってしまう場合、2つめのトピックを加える。
	2 つめのトピックについても、1つめ同様に詳細に説明すること。それで
も時間が余ってしまう場合、3つめのトピックを加える。
	できるだけトピックの数を少なくして、1つのトピックについて時間をか
けること。

Point

	導入の挨拶や聞き手との交流は、聞き手の目を見てできるようにする。
	自分で聞いてみて、わかりにくい説明は工夫する。例えば、「159,629,000」
という数字を「およそ 1億 6千万」と言い換える。
	ビジュアル・エイドを効果的に使う。例えば、「ヌルスルタン・ナザルバ
エフ大統領」というなじみのない固有名詞をスピーチの前にあらかじめ
ホワイトボードに書いておくなど。
	ビジュアル・エイドを使う場合は、目線がビジュアル・エイドにいかな
いように注意する。
	自信のない話し方で情報の価値に疑問を抱かせないようにする。

「○○はすごくおいしいです。」だけだと説得力がないよね。どんな味かもわからないし……。

「○○はすごくおいしいです。△△のような香りがあります。食感は例えて言うなら……。」

のような感じで説明しよう。

3  持ち時間に合わせてトピックの数やトピックについての情報量を調節しながら、

アウトラインを修正しょう。

4  声に出して練習しよう。

5. 発表
発表！！

● 宿題

所要時間の目安 宿題 テキスト

1. 60分

リハーサルを行う。

ポイント・注意点

※	テキストに書かれているポイントの他に、声に出すことで

持ち時間に合わせて情報量を微調整できるメリットがある

ことを伝える。

―
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● 2 回目　＜発表＞

順序 所要時間の目安 大まかな流れ テキスト

1. 10～ 15分 発表前の確認事項
 ヒント集限定！

（2.） （個人作業「リハーサル」）
 ヒント集限定！

3. 70分 個人発表と相互評価
 ヒント集限定！

4. ５分 宿題の確認
 ヒント集限定！

1.　発表前の確認事項［15 分］

目的
発表者と聞き手双方
の心構えをつくる。

用意するもの

相 互 評 価 シ ー ト
［→PDF p.51］
（発表者の人数×聞き
手の人数）

タイマー

残り時間を伝えるカー
ド

手順

(1)	発表のルールを説明する。

 •	 ビジュアルエイドを使ってもよいが、目線に注意する。

 •	 アウトラインを確認してもよいが、原稿は読まないこと。

 •	 制限時間を確認する。制限時間より早く終わってしまった場合、制限時間を超

えてしまった場合のルールを事前に決めておく。

(2)	相互評価についての指導。

 •	 今回の学習目的を確認する。

 •	 相互評価シートの空欄は、担当教師の必要に応じて評価項目を追加する。

 •	 聞き手は発表中、話し手のほうに体を向けてしっかり聴くように指導する。ス

ピーチが終わってから相互評価シートを記入させる。

 •	 大切なフィードバックなので、発表をよく聞いて記入する。良い点だけでなく、

気になったこともしっかり書いてあげることを確認する。

 •	 誹謗中傷のような評価は書かないよう注意する。あくまでもどうしたら良いス

ピーチになるか、具体的に書くよう指導する。

 •	 自由記入欄は、単語ではなく、文・文章で書くように指導する。

 •	 内容に関する素朴な質問も記入してよい。

 •	 相互評価シートは発表後に回収し、授業の最後に各発表者に渡す。回収は、ス

ピーチを終えた直後の学生が、自分の1つ前に発表した学生の相互評価シー

トを集めるようにすると時間が有効に使える。（発表者はスピーチ後、自分の

評価が記入されている間はすることがないため。）一番目に発表した学生には、

最後の学生の相互評価シートを集めることも伝える。

(3)	発表順を決める。

 •	 発表順に、発表者名をホワイトボードなどに記入させるとよい。
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(4)	タイマー係、撮影係を決める。

 •	 発表が2週にわたる場合、発表しない学生からタイマー係や撮影係を決める。

ポイント・注意点

※	発表者のスマートフォンやデジタルカメラなどのディバイスで動画撮影を行

う。教師が撮影してもよいし、学生に撮影係を担当してもらってもよい。

※	タイマー係には、「あと1分 」「あと30秒」などと大き目に書いたパネルを

持たせ、時間になったら話し手に見えるよう掲げる。または「チン」と鳴る道

具を使って時間を知らせるなど指導。

※	相互評価シートを回収後すぐに本人に渡すと、読むことに集中してしまい、次

の発表者のスピーチを聞かないことがある。それを避けるため、回収後はいっ

たん教師が預かり、全員のスピーチが終わってから手渡すとよい。その場合、

回収後は教師に渡すように指示すること。

※	基本的には、匿名で評価シートを記入させるが、誹謗中傷の防止策として評価

者の名前を記入させてもよい。

3.　個人発表と相互評価　［70 分］

目的
発表と評価の実施。

手順

(1)	1 人ずつ前に出て、発表を行わせる。

(2)	個人の発表終了ごとに、聞き手に相互評価シートを記入させる。その間に、教

師は発表者に口頭でフィードバックを行う。

(3)	話し手にはクラスメートから回収した相互評価シートを持ち帰らせる。

ポイント・注意点

※	学生の人数が多い場合、発表は２週に分ける。

※	各発表後に（発表者以外の学生が相互評価シートを記入している時間内）教師

は発表者に対して個人的にコメントする（他のクラスメートに聞こえないよう

に隅で行うとよい）。もしくは、教師から見た良い点や改善点をクラスで共有

する形でもよい。

※	発表直後の学生は、緊張からの解放により教師のフィードバックが耳に入らな

い場合がある。安静してから行うか、短いコメントに留めておくとよい。

※	まず、良かった点、頑張った点などのコメントを先にいくつか伝える。注意点

（2.　リハーサル［10 ～ 20 分］）

時間があれば、リハーサルを行う。Chapter1（PDFの p.16）参照。



5050

『協働学習で学ぶスピーチ」
活動のヒント集：Chapter 4

©渋谷実希，勝又恵理子，古谷知子，前川志津，森幸穂

4.　宿題の確認　［5 分］

テキスト別冊

4

Chapter 4. ほりほり情報検索
発表日：　　　年　　月　　日　　　　　話題：「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

目的：内容を深化させる・語彙力をつける
評価項目 要努力 良 優 教師からのコメント

内
　容

テーマの掘り下げ 1 2 3 4 5
具体的・客観的な説明 1 2 3 4 5
熱意 1 2 3 4 5

総合評価 1 2 3 4 5
● 良かったこと・頑張ったこと

● クラスメートからの評価を受けて改善すべき点

Chapter 5. 愛されるつっこみ　質疑応答
発表日：　　　年　　月　　日　　　　　話題：「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

目的：質疑応答の力をつける
評価項目 要努力 良 優 教師からのコメント

内
　容

質問をした 1 2 3 4 5
質問内容がまとまっていた 1 2 3 4 5
わかりやすく質問に答えた 1 2 3 4 5

総合評価 1 2 3 4 5
● 良かったこと・頑張ったこと

● クラスメートからの評価を受けて改善すべき点

Chapter 6. 責任を持って自慢しちゃいます！
発表日：　　　年　　月　　日　　　　　話題：「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

目的：責任を持って発信する
評価項目 要努力 良 優 教師からのコメント

内
　容

魅力の明確さ 1 2 3 4 5
対象に合った魅力の選び方 1 2 3 4 5
客観的情報と主観的情報 1 2 3 4 5

総合評価 1 2 3 4 5
● 良かったこと・頑張ったこと

● クラスメートからの評価を受けて改善すべき点

手順

(1)	自己評価シート（ テキスト の別冊）について説明をする。

(2)	自己評価シートを記入し、翌週提出させる。

 •	 自分の発表体験やクラスメートからの相互評価シートをもとに、自己評価シー

トを記入する。

 •	 自由記入欄には、なるべく具体的な自己分析を記入する。

ポイント・注意点

※	教師は自己評価シートにフィードバックなどを記入し、次回、返却する。

※	自分の発表動画を見て、自己評価シートを書くときの参考にするように指示す

る。

を口頭で伝える場合は、最後に1つだけ伝える程度にするとよい。

※	全員の発表が終わったあと、総評をコメントしてもよい。その場合は、良かっ

た点と改善点の両方を伝えるようにする。

※	留学生の場合は、日本語の誤用などについても適宜フィードバックを行う。


